
女
性

の
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

を
意

識
し

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
や

、
卒

業
生

等
の

社
会

で
活

躍
す

る
女

性
に

接
す

る
機

会
を

設
け

る
な

ど
の

取
組

を
、

正
課

内
外

に
お

い
て

実
施

。

⑥
男

女
共

同
参

画
の
視

点
を
踏

ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
教

育

（
例

）
福

岡
女

子
大

学

参
考

U
R
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w
w
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u.
ac

.jp
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x.
ht

m
l

専
門

教
育

も
含

め
て

、
大

学
の

４
年

間
の

学
習

を
、

女
子

高
度

教
養

教
育

と
し

て
構

築
す

る
改

革
の

中
で

、
女

子
学

生
の

「
キ

ャ
リ

ア
（
人

生
）
形

成
」
と

「
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

」
を

目
指

す
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

具
体

的
に

は
、

社
会

の
中

で
女

性
が

置
か

れ
て

い
る

状
況

の
理

解
の

た
め

の
授

業
や

、
女

性
の

多
様

な
キ

ャ
リ

ア
を

意
識

さ
せ

る
た

め
の

授
業

科
目

（
「
女

性
学

・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

論
」
等

）
を

開
設

す
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

ほ
か

、
現

代
社

会
で

活
躍

す
る

女
性

に
求

め
ら

れ
る

基
礎

力
を

養
成

す
る

女
子

専
門

の
高

等
教

育
機

関
と

し
て

、
女

子
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

意
識

・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

意
識

の
向

上
、

知
的

実
践

能
力

の
向

上
、

実
践

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

目
指

す
「
女

子
高

度
教

養
教

育
」
の

実
現

を
図

る
な

ど
、

社
会

人
・
職

業
人

と
し

て
の

自
立

に
向

け
た

能
力

育
成

を
重

視
し

、
大

学
教

育
の

中
に

位
置

付
け

る
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

福
岡

女
子

大
学

の
特

色
①

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
捉

え
て

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
行

う
。

②
学

問
キ

ャ
リ

ア
導

入
教

育
と

職
業

キ
ャ

リ
ア

導
入

教
育

を
学

生
教

育
の

両
輪

と
す

る
。

③
読

み
書

き
討

論
能

力
を

重
視

し
養

成
す

る
。

＜
具

体
的

な
取

組
例

＞
職

業
キ

ャ
リ

ア
導

入
教

育
科

目
の

「
人

生
・
職

業
・
社

会
」
、

「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
」

に
お

い
て

、
授

業
方

法
を

工
夫

し
、

学
生

の
意

識
と

能
力

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

「
人

生
・
職

業
・
社

会
Ⅰ

・
Ⅱ

」
（
１

年
次

前
期

・
後

期
）

人
生

・
職

業
・
社

会
の

現
実

を
知

る
こ

と
及

び
そ

れ
に

自
分

が
ど

う
関

わ
っ

て
い

く
か

を
考

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

授
業

。
予

め
ウ

ェ
ブ

上
の

講
義

ビ
デ

オ
の

内
容

に
関

す
る

４
０

０
字

の
作

文
を

書
い

て
授

業
に

臨
み

、
授

業
で

は
各

自
の

作
文

を
基

に
、

３
人

組
で

の
討

論
（
三

角
（
参

画
）

討
論

）
及

び
全

体
討

論
を

行
う

。

「
キ

ャ
リ

ア
・
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

・
Ⅱ

」
（
２

年
次

前
期

・
後

期
）

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

と
し

て
前

期
は

卒
業

生
、

後
期

は
卒

業
生

に
限

ら
ず

社
会

で
活

躍
す

る
女

性
を

講
師

と
し

て
招

き
、

講
師

か
ら

の
講

話
及

び
学

生
と

講
師

と
の

対
話

を
行

う
。

教
員

は
授

業
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
役

と
し

て
参

加
す

る
。

対
話

後
に

学
生

は
講

師
へ

の
「
お

礼
の

手
紙

」
を

書
く
。
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高
等

教
育

機
関

が
有

す
る

リ
ソ

ー
ス

を
活

用
し

て
、

後
期

中
等

教
育

の
充

実
に

資
す

る
取

組
や

、
高

等
学

校
が

専
修

学
校

と
連

携
し

て
効

果
的

な
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

促
進

す
る

取
組

。

（
例

）
関

西
大

学

（
例

）
大

阪
府

の
取

組

⑦
後

期
中

等
教

育
と
高

等
教

育
の
連

携

大
阪

府
で

は
、

高
等

学
校

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
・
職

業
教

育
の

充
実

に
向

け
た

取
組

（
大

阪
版

「
職

業
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
）
の

実
施

に
当

た
り

、
自

治
体

・
教

育
委

員
会

・
専

修
学

校
団

体
、

民
間

団
体

の
連

携
の

下
、

専
修

学
校

の
リ

ソ
ー

ス
（
教

職
以

外
の

職
業

経
験

を
持

つ
社

会
人

、
業

界
で

使
用

さ
れ

る
設

備
、

就
職

支
援

の
ノ

ウ
ハ

ウ
な

ど
）
を

活
用

し
た

公
立

・
私

立
の

高
校

１
年

生
対

象
の

事
業

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

具
体

的
に

は
、

自
己

診
断

テ
ス

ト
の

実
施

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
お

け
る

職
業

人
と

の
交

流
、

専
修

学
校

に
お

け
る

職
業

体
験

学
習

等
の

機
会

を
体

系
的

に
提

供
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
高

校
生

が
多

様
な

進
路

の
中

か
ら

自
分

の
興

味
や

資
質

、
適

性
に

基
づ

く
進

路
選

択
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
高

校
側

と
し

て
は

、
提

供
す

る
こ

と
が

困
難

ま
た

は
調

整
が

大
変

な
点

に
つ

い
て

専
修

学
校

が
持

つ
リ

ソ
ー

ス
を

活
用

し
た

教
育

が
で

き
、

ま
た

、
専

修
学

校
側

と
し

て
は

、
職

業
意

識
の

高
い

生
徒

の
入

学
が

期
待

さ
れ

る
等

、
連

携
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

が
生

ま
れ

て
き

て
い

る
。

◇
事

業
の

対
象

モ
デ

ル
高

校
１

０
校

（
府

立
高

校
、

私
立

高
校

）
の

高
校

1
年

生
（
約

2
,6

0
0
名

）
◇

事
業

の
目

標
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

じ
て

、
生

徒
が

自
己

理
解

、
自

己
肯

定
感

、
主

体
性

、
社

会
と

の
つ

な
が

り
へ

の
意

識
、

勉
学

等
の

意
欲

、
な

ど
を

高
め

る
こ

と
。

大
阪

版
「
職

業
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

対
象

と
目

標

参
考
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Ｒ
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キ
ャ

リ
ア

教
育

の
取

組
は

大
学

に
お

い
て

の
み

行
わ

れ
る

も
の

で
は

な
く
、

小
学

校
時

代
か

ら
発

達
段

階
に

応
じ

て
取

組
を

積
み

重
ね

る
こ

と
が

必
要

と
い

う
認

識
の

下
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
観

点
か

ら
初

等
中

等
教

育
と

高
等

教
育

と
の

連
携

を
促

進
す

る
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

具
体

的
に

は
、

大
阪

府
教

育
委

員
会

、
大

阪
市

教
育

委
員

会
と

連
携

し
、

小
・
中

・
高

等
学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
入

門
－

キ
ャ

リ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
研

修
－

」
を

平
成

1
7
年

度
か

ら
開

催
し

て
い

る
。

研
修

の
対

象
を

教
員

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
背

後
に

存
在

す
る

大
多

数
の

児
童

・
生

徒
に

働
き

か
け

ら
れ

る
こ

と
、

ま
た

、
中

学
校

・
高

等
学

校
の

教
員

に
対

し
て

は
、

卒
業

生
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
と

い
う

意
味

で
の

有
効

性
が

期
待

さ
れ

る
。

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

は
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
必

要
性

や
そ

の
実

践
方

法
、

キ
ャ

リ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

用
い

た
生

徒
・
児

童
へ

の
個

別
的

な
対

応
方

法
、

大
学

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

の
実

情
と

い
っ

た
内

容
に

つ
い

て
講

義
と

実
習

を
交

え
て

実
施

し
て

い
る

。

【
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

研
修

参
加

者
数

の
推

移
】

（
人

）

1
1

1
7

7

2
6

8

1
2

1
0

2
4

1
1

1
8

2
8

2

7
6

5

3
2

05101520253035

2
0
0
5
年

度
20

06
年

度
2
0
0
7
年

度
2
00

8年
度

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

養
護

学
校
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到
達

度
評

価
（
看

護
師

）
に
つ
い
て

看
護
師
に
つ
い
て
は
、
看
護
基
礎
教
育
の
修
了
時
に
修
得
し
て
お
く
必
要
の
あ
る
看
護
技
術
の
項
目
と
到
達
度

を
明
確
化
す
る
た
め
、
「
看
護
師
教
育
の
技
術
項
目
と
卒
業
時
の
到
達
度
」
の
指
標
が
作
成
さ
れ
て
い
る

看
護
師
に
つ
い
て
は
、
看
護
基
礎
教
育
の
修
了
時
に
修
得
し
て
お
く
必
要
の
あ
る
看
護
技
術
の
項
目
と
到
達
度

を
明
確
化
す
る
た
め
、
「
看
護
師
教
育
の
技
術
項
目
と
卒
業
時
の
到
達
度
」
の
指
標
が
作
成
さ
れ
て
い
る …

…

…

Ⅱ
患

者
の

栄
養

状
態

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

き
る

4

Ⅰ
患

者
の

食
事

摂
取

状
況

（
食

行
動

、
摂

取
方

法
、

摂
取

量
）
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
き

る
2

2.
食

事
の

援
助

技
術

Ⅰ
患

者
の

状
態

に
合

わ
せ

て
食

事
介

助
が

で
き

る
（
嚥

下
障

害
の

あ
る

患
者

を
除

く
）

1

Ⅱ
臥

床
患

者
の

リ
ネ

ン
交

換
が

で
き

る
3

Ⅰ
基

本
的

な
ベ

ッ
ド

メ
ー

キ
ン

グ
が

で
き

る
2

Ⅱ
患

者
に

対
し

て
、

経
鼻

胃
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
の

流
動

食
の

注
入

が
で

き
る

7

Ⅱ
患

者
の

個
別

性
を

反
映

し
た

食
生

活
の

改
善

を
計

画
で

き
る

6

Ⅱ
患

者
の

疾
患

に
応

じ
た

食
事

内
容

が
指

導
で

き
る

5

Ⅰ
経

管
栄

養
法

を
受

け
て

い
る

患
者

の
観

察
が

で
き

る
3

Ⅳ
電

解
質

デ
ー

タ
の

基
準

値
か

ら
の

逸
脱

が
わ

か
る

9

Ⅲ
モ

デ
ル

人
形

で
の

経
鼻

胃
チ

ュ
ー

ブ
の

挿
入

・
確

認
が

で
き

る
8

Ⅰ
患

者
に

と
っ

て
快

適
な

病
床

環
境

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

1
1.

環
境

調
整

技
術

以
下

省
略

以
下

省
略

以
下

省
略

Ⅳ
患

者
の

食
生

活
上

の
改

善
点

が
わ

か
る

10

卒
業

時
の

到
達

度
技

術
の

種
類

項
目

■
卒

業
時

の
到

達
度

レ
ベ

ル
Ⅰ

：
単

独
で

実
施

で
き

る
Ⅱ

：
看

護
師

・
教

員
の

指
導

の
も

と
で

実
施

で
き

る
Ⅲ

：
学

内
演

習
で

実
施

で
き

る
Ⅳ

：
知

識
と

し
て

わ
か

る

全
13

項
目

で
構

成
さ

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

細
分

化
さ

れ
た

技
術

の
種

類
に

つ
い

て
到

達
度

が
Ⅰ

か
ら

Ⅳ
の

範
囲

で
定

義
さ

れ
て

い
る

（
出

典
）
厚

生
労

働
省

看
護

教
育

の
内

容
と

方
法

に
関

す
る

検
討

会
参

考
資

料
よ

り
抜

粋
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○
困

っ
て

い
そ

う
な

お
客

様
に

声
を

か
け

な
い

こ
と

が
何

度
か

あ
っ

た
○

困
っ

て
い

そ
う

な
お

客
様

に
は

お
お

む
ね

積
極

的
に

声
を

か
け

て
い

た

○
い

つ
も

ま
わ

り
に

気
を

配
り

、
困

っ
て

い
そ

う
な

お
客

様
に

は
自

分
か

ら
積

極
的

に
声

を
か

け
て

い
た

困
っ

て
い

そ
う

な
お

客
様

に
積

極
的

に
声

を
か

け
て

い
る

。

○
お

客
様

か
ら

の
要

望
等

を
関

係
者

に
伝

達
し

な
い

こ
と

が
何

度
か

あ
っ

た
○

日
常

の
業

務
遂

行
に

支
障

を
き

た
し

て
い

た

○
お

客
様

か
ら

の
要

望
等

は
、

失
念

す
る

こ
と

な
く
関

係
者

に
伝

達
し

て
い

た
○

実
務

上
特

段
の

支
障

は
な

か
っ

た

○
お

客
様

か
ら

の
要

望
等

は
、

い
つ

も
メ

モ
す

る
な

ど
し

て
正

確
・
確

実
に

関
係

者
に

伝
達

し
て

い
た

○
業

務
は

正
確

・
迅

速
だ

っ
た

お
客

様
か

ら
の

要
望

等
は

、
メ

モ
す

る
な

ど
し

て
正

確
・
確

実
に

関
係

者
に

伝
達

し
て

い
る

。

○
設

備
等

に
つ

い
て

の
理

解
が

不
十

分
だ

っ
た ○

誤
っ

た
情

報
を

お
客

様
に

伝
え

る
こ

と
が

何
度

か
あ

り
、

支
障

を
き

た
し

て
い

た

○
お

客
様

に
対

し
て

館
内

設
備

や
非

常
口

、
冷

暖
房

装
置

の
使

い
方

な
ど

必
要

事
項

を
き

ち
ん

と
伝

達
し

て
い

た
○

実
務

上
特

段
の

支
障

は
な

か
っ

た

○
お

客
様

に
対

し
て

館
内

設
備

や
非

常
口

、
冷

暖
房

装
置

の
使

い
方

な
ど

必
要

事
項

を
常

に
正

確
に

伝
達

し
て

い
た

○
お

客
様

か
ら

の
質

問
に

も
的

確
に

回
答

で
き

て
い

た

お
客

様
に

対
し

、
館

内
設

備
や

非
常

口
、

冷
暖

房
装

置
の

使
い

方
な

ど
必

要
事

項
を

漏
れ

な
く
伝

達
し

て
い

る
。

お
客

様
の

ご
案

内
（
ベ

ル
）

○
預

か
り

や
返

却
の

際
の

動
き

方
に

つ
い

て
の

理
解

が
不

十
分

だ
っ

た
○

お
客

様
を

長
時

間
お

待
た

せ
す

る
こ

と
が

何
度

か
あ

っ
た

○
預

か
り

や
返

却
の

際
、

迅
速

な
行

動
に

努
め

て
い

た
○

実
務

上
特

段
の

支
障

は
な

か
っ

た

○
預

か
り

や
返

却
の

際
、

お
客

様
を

長
時

間
お

待
た

せ
し

な
い

よ
う

、
き

び
き

び
と

し
た

態
度

で
ス

ピ
ー

デ
ィ

に
立

ち
動

い
て

い
た

○
品

物
の

お
預

か
り

、
返

却
に

関
す

る
実

務
は

正
確

・
迅

速
だ

っ
た

預
か

り
や

返
却

の
際

に
お

客
様

を
長

時
間

お
待

た
せ

し
な

い
よ

う
、

立
ち

動
い

て
い

る
。

○
ク

ロ
ー

ク
ル

ー
ム

の
整

理
・
整

頓
に

つ
い

て
の

理
解

が
不

十
分

だ
っ

た
○

整
理

・
整

頓
が

で
き

ず
、

日
常

の
業

務
遂

行
に

支
障

を
き

た
し

て
い

た

○
ク

ロ
ー

ク
ル

ー
ム

の
整

理
・
整

頓
に

つ
い

て
お

お
む

ね
理

解
し

、
指

示
さ

れ
た

通
り

の
整

理
・
整

頓
が

で
き

て
い

た
○

実
務

上
特

段
の

支
障

は
な

か
っ

た

○
ク

ロ
ー

ク
ル

ー
ム

の
整

理
・
整

頓
を

行
う

意
味

を
理

解
し

、
的

確
に

対
応

し
て

い
た

○
ク

ロ
ー

ク
ル

ー
ム

の
整

理
・
整

頓
に

関
す

る
実

務
は

正
確

・
迅

速
だ

っ
た

ク
ロ

ー
ク

ル
ー

ム
の

整
理

・
整

頓
を

決
め

ら
れ

た
と

お
り

に
き

ち
ん

と
行

っ
て

い
る

。
お

荷
物

の
預

か
り

（
ク

ロ
ー

ク
）

○
言

葉
遣

い
に

ム
ラ

が
あ

っ
た

り
、

言
葉

遣
い

に
つ

い
て

注
意

さ
れ

る
こ

と
が

あ
っ

た
○

日
常

の
業

務
遂

行
に

支
障

を
き

た
し

て
い

た

○
お

お
む

ね
丁

寧
な

言
葉

遣
い

で
対

応
し

て
い

た
○

不
適

切
な

言
葉

遣
い

を
す

る
こ

と
は

稀
で

、
実

務
上

特
段

の
支

障
は

な
か

っ
た

○
い

つ
も

丁
寧

な
言

葉
遣

い
で

対
応

し
て

い
た

○
き

び
き

び
し

た
対

応
で

あ
っ

た
お

客
様

に
対

し
丁

寧
な

言
葉

遣
い

で
対

応
し

て
い

る
。

○
お

客
様

と
の

接
し

方
や

表
情

に
ム

ラ
が

あ
っ

た
り

、
注

意
さ

れ
る

こ
と

が
あ

っ
た

○
日

常
の

業
務

遂
行

に
支

障
を

き
た

し
て

い
た

○
概

ね
笑

顔
で

、
心

を
込

め
た

接
客

を
行

っ
て

い
た

○
接

客
応

対
に

お
い

て
、

特
段

大
き

な
問

題
行

動
は

な
か

っ
た

○
い

つ
も

誠
心

誠
意

笑
顔

で
お

客
様

に
接

し
て

い
た

○
お

客
様

か
ら

好
感

を
得

る
よ

う
な

応
対

で
あ

っ
た

日
頃

か
ら

笑
顔

で
、

心
を

込
め

た
接

客
を

実
践

し
て

い
る

。
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

の
実

践

Ｃ
Ｂ

Ａ

判
定

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

職
務

遂
行

の
た

め
の

基
準

能
力

ユ
ニ

ッ
ト

（
出

典
）
中

央
職

業
能

力
開

発
協

会
モ

デ
ル

評
価

シ
ー

ト
［
ホ

テ
ル

業
］
及

び
判

定
目

安
表

（
評

価
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
『
ホ

テ
ル

サ
ー

ビ
ス

』
よ

り
抜

粋

到
達

度
評

価
（
ホ
テ
ル
業

）
に
つ
い
て

●
評

価
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
「
ホ

テ
ル

業
」
の

例
（
一

部
抜

粋
）

Ａ
：
常

に
で

き
て

い
る

Ｂ
：
大

体
で

き
て

い
る

Ｃ
：
評

価
し

な
い

一
部
の
職
種
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
職
種
ご
と
に
、
学
習
者
の
評
価

の
た
め
の
「
モ
デ
ル
評
価
シ
ー
ト
」
や
、
能
力
判
定
の
目
安
表
（
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る

一
部
の
職
種
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
職
種
ご
と
に
、
学
習
者
の
評
価

の
た
め
の
「
モ
デ
ル
評
価
シ
ー
ト
」
や
、
能
力
判
定
の
目
安
表
（
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
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到
達

度
評

価
に
つ
い
て
（
大

学
の
例

）

（
出

典
）
中

央
教

育
審

議
会

教
員

の
資

質
能

力
向

上
特

別
部

会
（
第

３
回

）
高

岡
委

員
提

出
資

料
よ

り
抜

粋

例
え
ば
、
教
員
養
成
の
分
野
に
お
い
て
は
、
求
め
ら
れ
る
能
力
を
可
視
化
し
た
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
シ
ー
ト
や
、
多

視
点
評
価
及
び
面
接
指
導
の
活
用
等
に
よ
り
、
学
生
の
教
育
実
践
力
を
育
成
す
る
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
る

例
え
ば
、
教
員
養
成
の
分
野
に
お
い
て
は
、
求
め
ら
れ
る
能
力
を
可
視
化
し
た
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
シ
ー
ト
や
、
多

視
点
評
価
及
び
面
接
指
導
の
活
用
等
に
よ
り
、
学
生
の
教
育
実
践
力
を
育
成
す
る
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
る

教
師
力
１
０
の
軸

英
語
教
師
に
求
め
ら
れ
る
教
師
力

授
業
科
目
名

20
06

年
度

入
学

生
用

目
標

参
照

シ
ー

ト
（
Ｂ

領
域

）
主

専
攻

領
域

【
言

語
教

育
専

攻
（
英

語
教

育
コ

ー
ス

）
】
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到
達

度
評

価
に
つ
い
て
（
専

門
学

校
の
例

）

札
幌

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
専

門
学

校
理

学
療

法
士

科
（
４

年
課

程
）

臨
床

実
習

Ⅱ
・
Ⅲ

（
４

年
次

）
の

評
価

表

Ⅰ
学

ぶ
姿

勢
、

社
会
人
と

し
て
の
資

質

指
導
者
の

コ
メ
ン
ト

学
生

自
己

評
価

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1
2
 
 
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
（
行
動
面
）
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1
1
 
 
「
知
り
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
（
知
的
好
奇
心
）
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1
0
 
 
自
発
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
9

書
面
で
の
適
切
な
記
録
と
報
告
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
8

自
分
の
意
見
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
7

指
導
さ
れ
た
こ
と
を
そ
の
後
の
行
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
6

素
直
に
聴
け
る
、
聞
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
5

そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
判
断
と
行
動
が
素
早
く
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
4

報
告
・
連
絡
・
相
談
が
過
不
足
な
く
行
え
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
3

礼
儀
を
わ
き
ま
え
て
い
る
。
挨
拶
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
2

身
だ
し
な
み
や
言
葉
遣
い
が
適
切
で
あ
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1

時
間
等
、
約
束
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
理
学
療
法
士
を
目
指
す
あ
る
専
門
学
校
で
は
、
臨
床
実
習
の
評
価
に
お
い
て
、
実
習
先
の
指
導
者
が
、

「
専
門
職
と
し
て
の
基
盤
、
資
質
、
適
性
、
心
得
」
「
治
療
の
実
践
」
等
に
関
す
る
到
達
度
を
評
価
し
て
い
る

例
え
ば
、
理
学
療
法
士
を
目
指
す
あ
る
専
門
学
校
で
は
、
臨
床
実
習
の
評
価
に
お
い
て
、
実
習
先
の
指
導
者
が
、

「
専
門
職
と
し
て
の
基
盤
、
資
質
、
適
性
、
心
得
」
「
治
療
の
実
践
」
等
に
関
す
る
到
達
度
を
評
価
し
て
い
る

Ⅱ
専

門
職

と
し

て
の
基
盤

、
資
質
、

適
性
、

心
得

指
導
者
の

コ
メ
ン
ト

学
生

自
己

評
価

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
8

全
体
を
俯
瞰
し
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
7

課
題
遂
行
の
手
段
と
優
先
順
位
を
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
6

リ
ス
ク
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
5

専
門
用
語
を
適
切
に
使
用
し
て
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
4

有
資
格
者
の
考
え
方
・
言
動
を
学
び
と
る
姿
勢
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
3

医
学
的
・
専
門
的
知
識
に
基
づ
い
た
観
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
2

専
門
職
を
め
ざ
す
学
生
と
し
て
節
度
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1

守
秘
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅲ
評

価
の

実
践

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
8
 
 
実
施
項
目
を
適
切
な
期
間
・
時
間
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
精
神
障
害
・
発
達
障
害
領
域
は
評
定
除
外
可

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
7
 
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

指
導

者
の

コ
メ

ン
ト

学
生

自
己

評
価

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1
0
 
実
施
方
法
を
状
況
に
合
わ
せ
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
9
 
実
施
項
目
を
規
定
の
方
法
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
精
神
障
害
・
発
達
障
害
領
域
は
評
定
除
外
可

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
6
 
 
評
価
の
進
行
に
伴
っ
て
計
画
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
5
 
 
評
価
計
画
に
関
す
る
根
拠
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
4
 
 
選
定
し
た
項
目
の
実
施
計
画
を
適
切
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
3
 
 
対
象
者
本
人
に
実
施
す
る
評
価
項
目
を
過
不
足
な
く
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
2
 
 
他
部
門
や
関
係
者
か
ら
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1
 
 
カ
ル
テ
等
の
デ
ー
タ
か
ら
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅳ
思

考
・

判
断

指
導

者
の

コ
メ

ン
ト

学
生

自
己

評
価

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
9
 
 
実
施
し
た
治
療
の
経
過
や
結
果
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
8
 
 
治
療
経
過
に
応
じ
て
、
治
療
計
画
を
適
切
に
変
更
・
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
7
 
 
治
療
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
詳
細
な
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
頻

度
・
所
要
時
間
・
場
面
設
定
・
使
用
用
具
等
）
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
6
 
 
妥
当
性
の
あ
る
治
療
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
5
 
 
解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
4
 
 
阻
害
因
子
（
問
題
点
）
や
促
進
因
子
（
利
点
）
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
3
 
 
対
象
者
の
全
体
像
（
I
C
F
等
）
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
2
 
 
得
ら
れ
た
情
報
や
デ
ー
タ
を
関
連
付
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1
 
 
得
ら
れ
た
情
報
や
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅴ
治

療
の

実
践

（
t
y
p
e
 
Ａ

）

指
導
者
の

コ
メ
ン
ト

学
生
自
己

評
価

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

3 
 自

己
の
体
格
（
身
長
、
手
の
大
き
さ
、
筋
力
等
）
を
考
慮

し
て
工
夫
し
、
指
導
さ
れ
た
治
療
内
容
を
再
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
2 

 治
療
の
体
験
（
見
学
も
含
む
）
を
通
し
て
対
象
者
の
状
態

と
治
療
内
容
を
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1 

 指
導
者
の
指
示
通
り
に
治
療
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅴ
治

療
の

実
践

（
t
y
p
e
 
Ｂ

）

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
3 

 対
象
者
の
状
態
に
即
し
て
、
治
療
方
法
等
を
適
切
に
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
2 

 自
己
の
立
案
し
た
治
療
計
画
に
沿
っ
て
、
適
切
に
治
療
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
1 

 治
療
に
つ
い
て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 で
き
な
い

、
改
善
し

な
い
。

Ｄ

改
善
傾
向

は
あ
る
が

、
到
達

し
な
い
。

Ｃ

助
言
と
指

導
に
よ
り

、
到
達

し
た
。

Ｂ

助
言
に
よ

り
、
到
達

し
た
。

Ａ

で
き
る
、

見
守
り
で

で
き
る

。
Ｓ

※
実

習
終

了
時

点
の

到
達

度
を

次
の

基
準

で
評

価
。

※
太

枠
内

は
、

臨
床

実
務

経
験

４
年

目
以

降
の

指
導

者
が

記
入

。

（
出

典
）

札
幌

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
専

門
学

校
よ

り
情

報
提

供
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